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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトでは、貨幣史、金融史、貨幣理論、現代金融論、文化人類学、社会思
想など、異なるアプローチから第一線で貨幣研究を行っている複数の研究者が一堂に会し、学際的かつ統一的な
視点から貨幣のあり方を再考した。その結果、価値体系として貨幣をみていくことの重要性について見解の一致
をみるとともに、多様なアプローチから学際的な研究を行うことで多くの知見を得た。その成果は、関連学会の
パネルセッションやワークショップ等における共同報告、各人による学会や研究会等での発表、論文、図書等の
かたちで公表したほか、研究分野を超えた対話の中から新たな視座を得ようとする「協働」の成果として学術書
の出版を準備中である。

研究成果の概要（英文）：In this project, we revisit the nature of money from an interdisciplinary 
and unified perspective. To this end, we collaborated as front-line researchers on money from 
different approaches, including monetary history, financial history, contemporary monetary theory, 
anthropology, and social thought. We reached a consensus on the importance of viewing money as a 
value system and gained insights through an interdisciplinary approach from multiple dimensions. The
 results were made public through panel sessions and workshops at related academic conferences, as 
well as presentations at various conferences and seminars. We also published academic books and 
articles and are preparing a collective volume. These joint studies aim to gain new perspectives 
through collaboration and dialogue across research fields among researchers who have accumulated a 
wealth of research experience.

研究分野： 貨幣史、金融史

キーワード： 貨幣の起源　価値体系　先住民社会　地域通貨　社会思想　貨幣史　金融史

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、学際的な観点から貨幣の機能と本質について再考し、社会内部での貨幣の機能ならびに貨幣の本質
に関する理解についての新たな知見を得た。現代の貨幣制度が普及、浸透していく過程で何が生じていたかを、
固有の起源と伝統を有する非欧米社会の視点から探るというアプローチの有効性を確認するとともに、その具体
的方法論を提示できたと考えている。本研究の成果を社会的に共有することにより、より広い視野から社会内部
での貨幣の機能についての理解を格段に深化させ、貨幣の本質に関する新たな基礎概念の構築やこれまで焦点が
当たらなかった新たな視点の発掘につながり、各分野の今後の研究の基盤構築に貢献するものと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

20 世紀末以降、貨幣の機能に大きな構造変化が生じている。日本をはじめとする先進諸国で
は、非伝統的な金融政策運営が実施される中で、これまで民間金融機関が担ってきた金融仲介・
リスク管理機能の一部を中央銀行が事実上代位するといった状況が生まれ、中央銀行と民間銀
行の関係に変化がみられた。また、ここ数年デジタル通貨と既存の現預金通貨の共存が現実味を
帯びるなど、近現代社会において貨幣供給の中核を担ってきた専業銀行の機能が問い直されて
いる。 
貨幣に関する研究は長い歴史を有するが、より広い視野から貨幣の機能と社会的意義を再検

討することの意義は一段と大きくなっていると考えられる。研究代表者は、これまでの研究を通
じ、近代貨幣システムへの移行プロセスを経済史的観点から検討する中で、貨幣を「価値を表現
し、社会的に共有する仕組み」として捉えることを提唱するとともに、異なる時代、異なる地域
において、貨幣流通を実現する仕組みとその担い手は多様であったことを示した。その過程で、
経済的視点「のみ」から貨幣を把握することの限界を実感するとともに、貨幣の社会的機能の土
台となる人々の認識を形成する上での社会思想史的展開の重要性を再認識するに至った。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、学際的な観点から貨幣の機能と本質について再考し、社会内部での貨幣の機

能ならびに貨幣の本質に関する新たな理解を獲得することにある。具体的には、①関連分野の成
果を吸収するため、これまで必ずしも相互に参照されてこなかった経済学・経済史、文化人類学・
社会学、哲学・社会思想の研究を、視点や方法論の違いに着目しつつ整理し、②歴史的な事例お
よび現代における貨幣の展開を具体的な題材として採り上げ、異なるアプローチからの解釈の
共通点ならびに相違点を検証することとした。 
 
３．研究の方法 
 
① 学際的な観点からの貨幣研究のサーベイならびに実地調査 
COVID-19の感染拡大を受けて対面での研究会や実地調査の実施が大きな制約を受けた2020年

度～2021 年度においては、オンラインでの研究会を精力的に開催し、経済学・経済史、文化人
類学・社会学、哲学・社会思想の貨幣に関するサーベイを行った。その際、自身のこれまでの研
究成果のほか、各分野の既存研究を幅広くカバーすることで、貨幣の機能と本質に関する学際的
な議論の土台をつくることとした。また、貨幣理論ならびに現代金融論からみて他分野の研究成
果がどのように解釈され得るかという観点からの検討を行った。 
COVID-19 の感染がピークアウトするのを待ち、国内および海外の実地調査を実施した。調査

地としては、商人の手で現存する日本最古の紙幣（山田羽書）が発行され江戸時代を通して紙幣
が継続的に流通した三重県伊勢市、デジタル地域通貨（さるぼぼコイン）の成功例として知られ
る岐阜県高山市、江戸時代に幕府の金銀山が置かれた佐渡地域、貝殻貨幣と法貨が併用されてい
るパプアニューギニアの東ニューブリテン州での実地調査を行うとともに、これらに事例から
貨幣のあり方にどのような知見が得られるかについて、学際的な観点から議論を重ねた。 
 
② 貨幣に関する学際的観点からの検討 
研究会における報告と討議を通じて、理論的、実証的、思想的観点からの異なるアプローチを

もとに、歴史上および現代における貨幣の機能と社会的意義がどのように解釈され得るかにつ
いての検討を行った。その結果、現代の貨幣制度が普及、浸透していく過程で何が生じていたか
を、固有の起源と伝統を有する非欧米社会の視点から探るというアプローチが有効であること
について、意見の一致をみた。また、研究に際しては、それぞれの社会が元来持っていた貨幣制
度はどのようなものであったのか、社会が欧米発祥の諸制度と出会ったときに貨幣の使用に関
して何が起きたのか、欧米勢力の進出に対して社会がどのように反応したのか、その中で在来の
貨幣制度の何が変容し、何が温存されたのか、また異質な貨幣制度同士がどのように関係したの
か、といった論点を念頭におくことが有用であることが改めて確認された。 
 
４．研究成果 
 
① 研究期間中の成果 
挑戦的研究（萌芽）である本プロジェクトでは、確定的な結論を得るというよりは、既存研究

では必ずしも深められていない論点の発掘と、それを研究するうえでの方法論の提示を目指し
で研究を進めた。その結果、価値体系として貨幣をみていくことの重要性について見解の一致を
みるとともに、貨幣史、金融史、貨幣理論、現代金融論、文化人類学、社会思想など、多様なア
プローチから学際的な研究を行うことの有用性を確認し、こうした多様なアプローチを融合さ
せることにより多くの知見を得た。本プロジェクトの成果は、関連学会のパネルセッションやワ
ークショップ等における共同報告、学会、研究会等での発表等のほか、論文、図書等のかたちで



公表した。その成果は、以下の(1)から(5)の論点に集約される。 
 

(1)貨幣とは、単に「経済的価値を数値化する」だけのものではないのではないか、 
(2)ある社会において、ある貨幣が「表現し、共有している」価値の体系は、それぞれの社会の
文脈（context）に依存しているのではないか、 

(3)ある社会において「表現され、共有される」価値の体系はひとつとは限らないのではないか、 
(4)社会の変容につれて、使用される貨幣や貨幣が「表現し、共有する」価値の内容は変化し得
るのではないか、 

(5)ある貨幣を使用することで、その社会が持つ価値の体系やその社会の独自性を維持すること
ができるかもしれない（ある貨幣の使用を止めることで、その社会が持っていた価値の体系や
その社会の独自性が失われてしまうかもしれない）のではないか。 
 
本プロジェクトは、豊富な研究蓄積を持つ研究者間の研究分野を超えた対話の中から新たな

視座を得ようとする「協働」の試みであるとの認識の下、参加メンバーがこれまで蓄積した国内
外の共同研究ネットワークを活用し、貨幣に関連する幅広い分野の研究者を交えた研究集会を
開催し、論点の共有・可視化を図った。具体的には、国内外の関連学会（World Economic History 
Congress (WEHC) 2022、日本金融学会 2021 年度秋季大会ならびに 2022 年度春季大会ほか）での
パネルセッション等の主催、ならびに学会・研究会等での報告を通じて研究成果を公表するとと
もに、国内外の幅広い分野の研究者と意見交換を行った。これらの成果をもとに、2024 年 3 月
には、国内外の有識者を招いて国際ワークショップを開催したほか、英語、日本語による学術論
文や図書の執筆等を通じ、貨幣の包括的理解に向けた議論の深化と研究成果の社会的還元を実
施した。なお、本プロジェクトが主催したパネルセッションならびにワークショップは以下のと
おりである。 
・神戸大学経済経営研究所ウェビナー「藩札から銀行へ～渋沢栄一と明治の金融革命」（2021 年） 
・日本金融学会秋季全国大会「金融史パネル 商人から銀行へ―大阪の豪商・廣岡家と日本金融
市場―」（2021 年） 

・日本金融学会春季全国大会「特別セッション 歴史にみる貨幣の多様性：近代との接点から」。
（2022 年） 

・Crises, money doctors and reforms: New technology, old issues? World Economic History 
Congress (2022) 

・WINPEC Workshop on Money as a Value System (2024) 
 
② 研究成果の出版 
現在、2024 年度中の刊行を目指し、本プロジェクトの成果をまとめた図書『貨幣再考：学際

的アプローチ』（仮題）の出版に向けた準備を進めている。本書では、①で提示された(1)から(5)
の論点に沿って、研究代表者、研究分担者、研究協力者がそれぞれのアプローチから論点提起と
今後の研究上の方法論の提示を行うこととしている。以下では、現時点で想定される各章のテー
マ（仮題）とその概要について記す。 
１．「現代日本の貨幣から」（神戸大学・柴本昌彦）では、現代日本社会における貨幣を取り巻く
環境を念頭に、現代における貨幣が本研究課題とどのような関係を持つのかという点を中心に、
問題提起を行う。これに続いて、 
２．「パプアニューギニアの貨幣から」（三重大学・深田淳太郎）、 
３．「近世日本の「計数銀貨」を見つめ直す」（神戸大学・高槻泰郎）、 
４．「計算単位の変更と資産評価―明治維新期の銀目廃止など」（東京都立大学・小林延人）、 
では、固有の起源と伝統を有する非欧米社会が欧米起源の貨幣制度と接触した具体的なケース
を念頭に、それぞれの社会が元来持っていた貨幣制度はどのようなものであったのか、社会が欧
米発祥の諸制度と出会ったときに貨幣の使用に関して何が起きたのか、欧米勢力の進出に対し
て社会がどのように反応したのか、その中で在来の貨幣制度の何が変容し、何が温存されたのか、
また異質な貨幣制度同士がどのように関係したのか、といった論点について検討を行う。 
５．「貨幣の国家理論の考察；国家権力と統治実務の距離をめぐって」（東京外国語大学・中山智
香子氏）は、クナップ（1905）『貨幣の国家理論』を当時の歴史的かつグローバルな文脈に位置
づけてその意義を再考する。ここまでの議論を踏まえ、 
６．「現代的貨幣モデル」（神戸大学・清水崇）では、サーチ理論に基づく現代の経済学における
貨幣のモデルの設定と主な含意を紹介し、将来の研究課題を考えるうえで歴史的な事例に関す
る研究との対話の必要性について論じる。また、 
７．「貨幣論の系譜」（早稲田大学・鎮目雅人）では、「ある社会において、価値を表現し、共有
する仕組み」としての貨幣という観点から、アリストテレス、ヒューム、スミス、マルクス、ク
ナップ、ジンメル、ケインズ、ポラニーなどの貨幣論を再考したうえで、現在における貨幣論の
展開を踏まえた今後の研究課題についての論点提起を行う。 
 
 本プロジェクトは、何らかの確定的な結論を得ることを目標とするものではない。本プロジェ
クトを通じて検討され、あるいは論点提起された研究課題について、今後も研究を継続すること
が重要であると考えられる。 
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